
平成２３年（２０１１年）１１月１５日

（
５
面
へ
続
く
）

市
政
全
般
に
わ
た
り　

人
の
議
員
が
質
問

１６

（
要
旨
を
掲
載
）

　

東
日
本
大
震
災
を
受
け
地
域
防

災
計
画
は
変
革
期
を
迎
え
て
い
る
。

地
方
自
治
体
と
し
て
真
に
使
命
を

果
た
し
て
い
く
に
は
よ
り
総
合
的

な
仕
組
み
が
必
要
で
あ
り
地
域
防

災
計
画
の
見
直
し
と
合
わ
せ
て
業

務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
策
定

が
急
務
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
Ｉ

Ｃ
Ｔ
部
門
の
業
務
継
続
計
画
が
策

定
・
運
用
さ
れ
れ
ば
、
災
害
発
生

時
情
報
シ
ス
テ
ム
を
利
用
で
き
る

確
率
が
高
く
な
り
適
切
か
つ
迅
速

な
災
害
対
応
が
可
能
だ
。
地
域
防

災
計
画
、
一
般
的
な
業
務
継
続
計

画
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
部
門
の
業
務
継
続
計

画
の
策
定
は
地
方
自
治
体
の
災
害

対
策
に
お
け
る
三
種
の
神
器
と
し

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
。
本
市
と
し
て
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

　

市
民
部
長　

本
市
と
し
て
現
在

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
図
る

と
と
も
に
、
業
務
継
続
計
画
の
策

定
も
不
可
欠
で
あ
る
と
認
識
し
、

そ
の
策
定
を
考
え
て
い
ま
す
。
地

域
防
災
計
画
は
基
幹
的
な
計
画
、

業
務
継
続
計
画
は
地
域
防
災
計
画

と
整
合
性
を
確
保
し
実
践
的
な
位

置
づ
け
と
し
て
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

総
務
部
長　

非
常
時
の
優
先
業

務
を
実
施
・
継
続
さ
せ
る
た
め
に

は
、
そ
の
業
務
を
支
え
る
情
報
シ

ス
テ
ム
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
が
稼

働
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域

防
災
計
画
や
一
般
的
な
業
務
継
続

計
画
と
整
合
性
を
と
り
な
が
ら
Ｉ

Ｃ
Ｔ
部
門
の
業
務
継
続
計
画
を
策

定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

消
防
通
信
指
令
業
務
の
共
同
運

用
と
共
同
整
備
に
つ
い
て
、
座
間

市
、
海
老
名
市
、
綾
瀬
市
の
３
市

で
合
意
が
な
さ
れ
た
今
日
、
消
防

庁
舎
建
設
に
つ
い
て
具
体
的
な
検

討
が
急
務
だ
と
思
い
ま
す
。
庁
舎

建
設
に
関
し
抜
本
的
な
改
善
を
図

り
、
消
防
と
い
う
職
種
の
特
殊
性

や
変
則
的
な
勤
務
に
伴
う
組
織
の

見
直
し
、
市
民
に
わ
か
り
や
す
く

安
心
感
を
与
え
る
時
代
に
合
っ
た

消
防
力
の
構
築
、
職
員
が
持
っ
て

い
る
能
力
・
技
術
を
十
分
発
揮
で

き
る
職
場
環
境
の
整
備
、
施
設
の

改
善
、
職
員
同
士
の
協
調
性
や
意

思
疎
通
の
向
上
、
ま
た
消
防
に
関

す
る
複
雑
で
多
く
の
課
題
に
取
り

組
む
絶
好
の
機
会
で
あ
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
施
設
を
盛
り
込
む
の

か
、
ま
た
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

具
体
的
に
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

消
防
長　

東
日
本
大
震
災
後
と

い
う
背
景
か
ら
、
安
全
性
の
高
い

庁
舎
、そ
し
て
市
民
が
行
う
研
修
、

講
習
会
、
消
防
訓
練
等
が
安
心
し

て
実
施
で
き
る
施
設
、
さ
ら
に
は

職
員
の
勤
務
環
境
、
衛
生
管
理
に

配
慮
し
た
清
潔
感
漂
う
消
防
庁
舎

建
設
を
願
う
意
見
が
出
て
い
ま
す
。

現
在
協
議
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

基
本
的
に
は
消
防
防
災
の
拠
点
と

し
て
の
市
全
体
の
防
災
力
を
高
め
、

市
民
が
親
し
み
や
す
い
施
設
で
あ

り
、
職
員
の
健
康
と
安
全
に
配
慮

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
重
点
に
置
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

平
成　

年
度
に
基
本
設
計
及
び
実

２５

施
設
計
、　

・　

年
度
で
建
設
工

２６

２７

事
の
計
画
で
す
。

　

防
災
資
機
材
等
整
備
事
業
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
現
在
配
備
さ
れ

て
い
る
資
機
材
の
中
に
は
初
期
に

配
備
さ
れ
た
も
の
も
多
く
あ
り
、

地
域
の
訓
練
に
は
組
み
立
て
が
難

し
く
時
間
が
か
か
る
た
め
敬
遠
さ

れ
、
実
施
さ
れ
ず
に
い
る
も
の
も

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
災
害
時
に

も
簡
単
に
利
用
可
能
な
新
し
い
資

機
材
の
配
備
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
が
、当
局
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

次
に
、
相
武
台
地
域
に
あ
る
市

　

成
長
期
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
放
射
性
物
質
を
体
内
に
と
り

込
ん
で
し
ま
う
内
部
被
曝
は
最
大

限
回
避
す
べ
き
で
す
。
先
日
、
政

府
の
暫
定
規
制
値
を
超
え
る
放
射

性
物
質
が
検
出
さ
れ
た
牛
肉
が
本

市
の
学
校
給
食
に
使
用
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の

食
の
安
全
を
考
え
る
な
ら
ば
、
市

の
施
策
と
し
て
小
学
校
、
保
育
園

の
給
食
食
材
の
放
射
線
物
質
濃
度

の
測
定
を
行
な
う
べ
き
だ
と
考
え

ま
す
が
、
見
解
を
求
め
ま
す
。

　

教
育
長　

暫
定
規
制
値
を
上
回

る
食
品
に
つ
い
て
は
食
用
に
供
さ

れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
出
荷
規

制
等
が
国
の
責
任
に
お
い
て
し
っ

か
り
と
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
市

場
に
流
通
し
て
い
る
食
材
は
検
査

道
５
号
線
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
市
道
５
号
線
は

駅
前
か
ら
相
武
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
曲
が
る
信
号
ま
で
は

拡
幅
整
備
さ
れ
、
広
々
と
し
た
歩

道
を
安
心
し
て
歩
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

そ
の
先
の
狭
小
な
歩
道
は
危
険
を

感
じ
ま
す
。
早
急
に
歩
道
の
拡
幅

を
望
む
も
の
で
す
。
予
定
さ
れ
て

い
る
計
画
の
見
直
し
な
ど
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　

市
民
部
長　

現
在
配
備
し
て
い

る
資
機
材
が
使
用
可
能
な
状
態
で

あ
れ
ば
、
現
在
の
と
こ
ろ
交
換
す

る
考
え
は
持
ち
合
わ
せ
て
お
り
ま

せ
ん
。
自
主
防
災
組
織
の
講
習
な

ど
の
機
会
等
に
あ
わ
せ
、
私
ど
も

が
積
極
的
に
出
向
き
、
使
用
方
法

な
ど
を
習
得
し
て
い
た
だ
く
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

今
後
の
市
道
５
号

線
改
良
事
業
の
整
備
計
画
は
、
現

在
進
め
て
い
る
市
道
相
武
台　

号
７１

線
ま
で
の
区
間
の
整
備
事
業
の
進

捗
を
踏
ま
え
、平
成　

年
度
以
降
、

２６

整
備
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
小
児
医
療
費
の
助

成
は
現
在
、
対
象
年
齢
が
小
学
３

年
生
ま
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
が
進
み
、
子
育
て
支
援

と
し
て
、
対
象
年
齢
の
拡
充
が
望

ま
れ
て
お
り
、
全
国
的
に
も
、
県

下
市
町
村
に
お
い
て
も
対
象
年
齢

を
中
学
校
卒
業
ま
で
、
あ
る
い
は

小
学
校
卒
業
ま
で
と
す
る
自
治
体

も
ふ
え
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
県
央
で
は
、
海
老
名
市
を

始
め
、
厚
木
市
で
も
対
象
年
齢
が

中
学
校
卒
業
ま
で
と
な
り
、
大
和

市
で
は
小
学
校
卒
業
ま
で
拡
充
が

さ
れ
ま
し
た
。
綾
瀬
市
で
は
現
在

小
学
３
年
生
ま
で
の
助
成
で
す
が
、

小
学
校
卒
業
ま
で
に
拡
充
す
る
こ

と
を
検
討
中
と
の
こ
と
で
す
。

　

本
来
、
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
、
住

む
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
医
療
費
助

成
の
格
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

は
ず
で
す
が
、
現
状
で
は
、
小
児

医
療
費
助
成
の
格
差
が
生
じ
て
お

り
ま
す
。

　

近
隣
市
が
子
育
て
支
援
と
し
て
、

対
象
年
齢
の
拡
充
を
図
り
助
成
の

充
実
に
力
を
入
れ
る
中
、
本
市
と

し
て
も
小
学
校
卒
業
ま
で
対
象
年

齢
の
拡
充
を
図
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
市
長
の
所
見
を
伺

い
ま
す
。

　

市
長　

財
政
的
な
対
応
を
講
じ

る
際
に
は
、
全
体
の
中
で
ど
れ
を

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
づ
け
を
す
る

の
か
と
い
う
の
で
、
差
が
あ
る
の

は
当
然
理
解
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

現
状
、
ほ
か
の
優
先
順
位
を
考
え

た
中
で
、
も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
の
が
率
直

な
気
持
ち
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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沖
本　

浩
二 
議
員
《
市
政
ク
ラ
ブ
》

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
合
わ
せ

業
務
継
続
計
画
の
策
定
が
急
務

　

沖
永　

明
久 
議
員
《
市
民
連
合
》

給
食
食
材
の

放
射
性
物
質
濃
度
測
定
を

　

伊
藤　

正 
議
員
《
政
和
会
》

防
災
資
機
材
の
利
活
用
と

市
道
５
号
線
の
歩
道
拡
幅
を
！

池
田　

徳
晴 
議
員
《
市
政
ク
ラ
ブ
》

消
防
庁
舎
建
設
計
画
に
つ
い
て
問
う

　

小
野　

た
づ
子 
議
員
《
公
明
党
》

小
児
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
を

第１５８号　　　（４）

さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
再
質
問
】　

「
市
場
に
流
通
し

て
い
る
も
の
は
安
全
だ
」
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
今
回
暫
定
規
制
値

を
超
え
た
牛
肉
は
市
場
に
流
通
し

て
い
た
も
の
で
す
。
ま
た
、東
北
、

関
東
な
ど　

都
道
府
県
の
約
１
０

１４

０
市
町
村
で
収
穫
さ
れ
た
農
作
物

が
７
月
末
時
点
で
一
度
も
検
査
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。も
は
や「
市

場
に
流
通
し
て
い
る
も
の
は
安
全
」

と
い
う
前
提
が
崩
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
改
め

て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

教
育
長　

商
品
と
し
て
流
通
す

る
前
に
き
ち
ん
と
検
査
を
し
て
い

た
だ
く
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強
化

し
て
い
た
だ
く
、
こ
れ
が
大
事
で

あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
救
急
搬
送
の

７
割
を
超
え
る
患
者
が
市
外
に
搬

送
さ
れ
て
お
り
、
県
央
医
療
圏
の

中
で
も
病
床
数
が
偏
在
し
て
い
る

実
態
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
解
消
の

た
め
に
は
病
床
規
制
を
見
直
し
、

本
市
に
病
院
誘
致
を
実
現
す
る
こ

木
村　

正
博 
議
員
《
公
明
党
》

病
床
過
剰
地
域
の
指
定
解
除
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
せ
よ
！

議
会
日
誌

議
会
日
誌

８
・
４
・
上
沢
議
員
市
町
村
議
会
議
員
特
別
セ

ミ
ナ
ー
…
滋
賀
県
大
津
市
（
〜
５
）

　
　

８
・
稲
垣
議
員
市
町
村
議
会
議
員
議
会
研

修
…
滋
賀
県
大
津
市
（
〜　

）
１２

　
　
　

・
厚
木
基
地
周
辺
市
議
会
基
地
対
策
協

１１

議
会
行
政
視
察
…
岐
阜
県
各
務
原
市
、

航
空
自
衛
隊
岐
阜
基
地
（
〜　

）
１２

　
　
　

・
基
地
対
策
特
別
委
員
会
要
請
行
動
・

１７

行
政
視
察
…
防
衛
省
南
関
東
防
衛
局
、

横
須
賀
市
、
米
軍
横
須
賀
基
地

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

２６

９
・
２
・
第
３
回
定
例
会
本
会
議

　
　

８
・
第
３
回
定
例
会
本
会
議

　
　

９
・
第
３
回
定
例
会
本
会
議

　
　
　

・
第
３
回
定
例
会
本
会
議

１２

　
　
　

・
企
画
総
務
常
任
委
員
会

１４

　
　
　

・
健
康
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　

・
教
育
市
民
常
任
委
員
会

１５

　
　
　

・
都
市
環
境
常
任
委
員
会

　
　
　

・
基
地
対
策
特
別
委
員
会

１６

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

２２

　
　
　

・
第
３
回
定
例
会
本
会
議

２９

　
　
　

・
代
表
者
会
議

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

・
５
・
議
会
運
営
委
員
会

１０
　
　

６
・
全
国
都
市
問
題
会
議
…
鹿
児
島
県
鹿

児
島
市
（
〜
７
）

　
　
　

・
公
明
党
行
政
視
察
…
福
岡
県
大
牟
田

１１

市
・
山
口
県
下
関
市
・
宇
部
市
（
〜

　

）
１３

　
　
　

・
全
国
市
議
会
議
長
会
研
究
フ
ォ
ー
ラ

１２

ム
（
議
長
、
神
奈
川
ネ
ッ
ト
出
席
）

…
青
森
県
青
森
市
（
〜　

）
１３

　
　
　

・
政
和
会
行
政
視
察
…
沖
縄
県
北
谷
町
、

１７

航
空
自
衛
隊
那
覇
基
地
ほ
か（
〜　

）
１９

　
　
　

・
高
座
清
掃
施
設
組
合
議
会
第
２
回
臨

１８

時
会

　
　
　

・
公
明
党
行
政
視
察
…
相
模
原
市

１９

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

２４

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

２５

　
　
　

・
代
表
者
会
議

　
　
　

・
神
奈
川
県
市
議
会
議
長
会
定
例
会
・

２６

正
副
議
長
研
修
会
…
伊
勢
原
市

　
　
　

・
新
潟
県
妙
高
市
議
会
行
政
視
察
来
庁

２７

　
　
　

・
代
表
者
会
議

３１

　

・
１
・
第
１
回
臨
時
会
本
会
議

１１
　
　

２
・
第
１
回
臨
時
会
本
会
議

　
　

７
・
企
画
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　

・
健
康
福
祉
常
任
委
員
会

　
　

８
・
教
育
市
民
常
任
委
員
会

　
　
　

・
都
市
環
境
常
任
委
員
会

　
　

９
・
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会
関

東
部
会
総
会
…
東
京
都
昭
島
市

　
　
　

・
企
画
総
務
常
任
委
員
会

１０

　
　
　

・
健
康
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　

・
教
育
市
民
常
任
委
員
会

１１

　
　
　

・
都
市
環
境
常
任
委
員
会


